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６
月
定
例
会
を
６
月
11
日
か
ら
21
日
ま
で
の
会
期
で
開
会
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
損
害
賠
償
事
案
の
報
告
２
件
、
法
律
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
の
専

決
承
認
２
件
、
諮
問
１
件
、
条
例
な
ど
８
件
、
陳
情
３
件
、
発
議
２
件
を
処
理
し
た
。

　

先
日
発
覚
し
た
不
適
正
な
事
務
処
理
に
係
る
町
の
内
部
調
査
は
終
了
し
た
と
し
て
、

21
日
に
は
関
係
職
員
の
懲
戒
処
分
が
行
わ
れ
た
。
併
せ
て
、
町
長
、
副
町
長
の
処
分
も
、

「
減
給
」
を
内
容
と
す
る
特
例
条
例
が
提
案
さ
れ
た
が
、
時
期
尚
早
と
否
決
し
た
。

　

一
方
で
、
再
発
防
止
の
発
注
管
理
シ
ス
テ
ム
変
更
の
補
正
予
算
は
可
決
し
た
。

　

議
員
定
数
削
減
を
求
め
る
要
望
書
の
採
択
に
伴
い
、「
議
員
定
数
を
16
か
ら
14
に
変

更
す
る
条
例
改
正
案
」
が
発
議
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

　

最
終
日
に
奥
田
正
和
議
員
の
辞
職
願
を
許
可
し
、
新
た
に
徳
光
義
昭
議
員
を
議
長
に

選
出
、
併
せ
て
議
会
構
成
の
一
部
を
変
更
し
た
。

　

地
方
自
治
法
96
条
は

「
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

は
議
決
が
必
要
」
と
定
め

て
い
る
。
し
か
し
合
併
後

こ
う
し
た
議
案
は
一
件
も

な
か
っ
た
。

　

昨
年
議
会
は
こ
の
こ
と

を
追
求
し
、
付
議
し
て
い

な
い
事
実
を
認
め
た
。

　

一
方
、
損
害
賠
償
の
被

害
者
は
多
く
の
場
合
町
民

で
あ
る
か
ら
、
迅
速
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
事
例
か
ら
、

損
害
額
に
一
定
の
限
度
額

以
内
で
※
専
決
処
分
を
認

め
た
。
こ
の
件
に
か
か
る

損
害
賠
償
の
和
解
２
件
が

報
告
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も

町
道
の
管
理
不
備（
落
石
、

グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
跳
ね
上

が
り
）が
原
因
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
年
度
末
に
な
っ
て

も
事
業
完
了
が
見
込
め
な

い
も
の
は
、
最
終
補
正
予

算
で
繰
越
明
許
費
と
し
て

計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
５
月
31
日
確
定
し
た
こ

と
が
繰
り
越
し
計
算
書
と

し
て
報
告
さ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
税
条
例
の

改
正
が
専
決
処
分
さ
れ
承

認
し
た
。
理
由
は
、
４
月

１
日
付
で
地
方
税
法
が
改

正
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、

主
な
内
容
は
、
東
日
本
大

震
災
に
伴
う
被
害
控
除
に

関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。

合
併
後
初
、
損
害
賠
償
の
和
解
を
報
告

次期一般選挙から
　

議
員
定
数
は
議
会
改
革

調
査
特
別
委
員
会
の
重
点

項
目
の
ひ
と
つ
。
議
論
の

結
果
昨
年
12
月
に
現
状
維

持
の
結
論
を
出
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
「
議
員
定

数
削
減
」
の
要
望
書
が
提

出
さ
れ
た
。
特
別
委
員
会

で
再
度
、調
査
・
議
論
し
、

不
採
択
す
べ
き
も
の
と
し
、

21
日
の
本
会
議
に
報
告
。

採
決
で
賛
否
同
数
と
な
り

議
長
裁
決
で
原
案
採
択
に

決
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
賛
成
の

福
田
義
人
議
員
他
７
名
か

ら
「
議
員
定
数
２
減
」の

条
例
改
正
の
発
議
が
提
出

さ
れ
可
決
し
た
。

 

反
対
討
論 

 
 

中
村

　
幸
雄

公
聴
会
を
開
く
べ
き

　

二
元
代
表
制
で
の
議
会

の
役
割
は
、
監
視
機
能
で

あ
り
、
意
思
決
定
機
能
で

あ
る
。

　

議
会
が
不
偏
な
判
断
を

す
る
に
は
、
性
別
、
年
齢
、

地
域
な
ど
幅
広
さ
が
望
ま

れ
る
。
２
千
人
余
り
の
陳

情
は
大
切
だ
が
、
住
民
の

声
を
大
事
に
す
る
と
な
れ

ば
公
聴
会
な
ど
、
住
民
の

意
見
を
聞
い
た
後
の
判
断

が
妥
当
と
思
う
。

 

賛
成
討
論 

 
 

岡
田

　
武
士

署
名
の
意
に
沿
う
の

が
議
会
の
役
割

　

12
月
議
会
を
踏
ま
え
、

あ
え
て
２
千
人
の
署
名
を

集
め
て
の
要
望
は
重
く
無

視
で
き
な
い
。
住
民
の
意

に
沿
う
の
が
議
会
の
役
割

と
考
え
る
。

議
員
定
数
削
減 

16
議
席
を
14
議
席
に

 

反
対
討
論 

 
 

矢
山

　
　
武

他
町
の
事
例
で 

判
断
は
い
け
な
い

　

合
併
10
年
の
節
目
を
ひ

か
え
、
建
設
計
画
や
財
政

な
ど
諸
課
題
の
重
要
な
局

面
に
あ
る
。
十
人
十
色
の

考
え
の
住
民
代
表
と
し
て
、

意
思
決
定
す
る
議
会
の
使

命
は
大
き
い
。
削
減
を
求

め
る
声
は
聞
こ
え
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
効
果
は
聞
こ

え
な
い
。
他
町
の
事
例
で

判
断
す
べ
き
で
な
く
、
課

題
が
多
い
な
か
、
直
ち
に

削
減
す
べ
き
で
な
い
。

　　　※専決処分（せんけつしょぶん）
　　　　本来、議会の議決を経なければならない事柄について、地方自治体の長が議会の議決の前に自ら処分すること
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６
月
７
日
に
公
表
さ
れ

た「
不
適
正
な
事
務
処
理
」

は
21
日
ま
で
に
庁
内
調
査

を
終
え
た
と
し
て
職
員
の

懲
戒
処
分
が
な
さ
れ
た
。

　

一
方
で
特
別
職
の
町
長

と
副
町
長
の
処
分
は
、
内

容
や
期
間
を
定
め
た
条
例

が
必
要
。ま
た
、条
例
は
議

会
の
議
決
（
団
体
の
意
思

決
定
）に
よ
っ
て
決
ま
る
。

　

議
会
は
７
日
に
町
長
か

ら
報
告
を
受
け
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
で
調
査
し

て
い
る
。
ど
こ
に
問
題
が

あ
り
、
な
ぜ
不
適
正
な
処

理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
な
ど
、
全
容
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
町
長
は
自
ら
の

処
分
に
つ
い
て
「
社
会
全

体
の
は
か
り
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
る
」
と
答
弁
し
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
処

分
は
時
期
尚
早
と
し
て
否

決
し
た
。

 

反
対
討
論 

 
 

矢
山

　
　
武

処
分
は
真
相
解
明
の
あ
と
に

　

全
体
の
把
握
と
責
任
の

度
合
い
が
前
提
と
な
る
。

　

議
会
は
、
真
相
解
明
に

努
め
て
い
る
最
中
で
、
処

分
決
定
す
る
時
期
で
な
い
。

 

賛
成
討
論 
 

 

福
田

　
義
人

前
進
を
期
待

　

信
用
を
失
墜
し
た
こ
と

は
否
め
な
い
。
課
題
は
残

る
が
、
行
政
の
責
務
と
手

順
で
整
理
は
さ
れ
た
。

　

長
期
化
さ
せ
る
こ
と
は

プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
。
前

に
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

 

反
対
討
論 

 

福
田

　
　
豪

処
分
は
時
期
尚
早

　

大
切
に
す
べ
き
は
町
民

の
理
解
。

　

議
会
は
、
調
査
中
に
あ

る
。
今
は
、
未
だ
そ
の
時

で
は
な
い
。

町
長
・
副
町
長
の
処
分
条
例
を
否
決

　

旧
宇
津
戸
小
学
校
体
育

館
建
設
工
事
は
、
入
札
の

結
果
、
工
事
費
１
億
３
６

０
０
万
円
余
で
、
㈱
セ
ラ

ケ
ン
に
落
札
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
学
校
統
合

に
か
か
わ
ら
ず
改
築
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
※
議

会
の
議
決
を
要
す
る
契
約

で
あ
る
。

　

ま
た
過
疎
計
画
で
は
、

こ
れ
ま
で
学
校
施
設
と
し

て
い
た
も
の
を
ス
ポ
ー
ツ

施
設
へ
用
途
変
更
し
、
そ

れ
ぞ
れ
可
決
し
た
。

宇
津
戸
体
育
館
着
工
へ

　

定
例
会
最
終
日
、
提
案

さ
れ
た
す
べ
て
の
審
議
・

採
決
終
了
後
、
奥
田
正
和

議
員
が
提
出
し
た
「
議
員

辞
職
願
」
を
全
会
一
致
で

許
可
し
た
。

　

空
席
と
な
っ
た
議
長
は

選
挙
に
よ
る
こ
と
を
確
認

し
、
徳
光
義
昭
議
員
を
選

任
し
た
。
ま
た
徳
光
議
員

が
務
め
て
い
た
委
員
な
ど

は
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

辞
任 

奥
田
正
和
議
長

　
選
任 

徳
光
義
昭
議
長

・
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　

矢
山　
　

武

　

委　

員　

福
田　
　

豪

・
公
共
下
水
道
事
業
調
査

　

特
別
委
員
会　

　

委　

員　

豊
田　
　

勲

・
議
会
広
報
広
聴
調
査
特

　

別
委
員
会

　

委　

員　

岡
田　

武
士

・
常
任
委
員
会

　

徳
光
議
員
の
所
属
を
産

業
建
設
常
任
委
員
会
か
ら

総
務
文
教
常
任
委
員
会
へ

変
更
。

委
員
・
委
員
会
所
属
の
変
更

　

提
案
さ
れ
た
条
例
は
第

一
条
で
「
町
長
の
給
料
に

関
す
る
特
例
」
と
し
て
、

「
７
月
分
の
給
料
は
規
定

の
額
か
ら
７
万
円
を
減
じ

た
額
」
と
定
め
て
い
る
。

　

第
２
条
で
は
「
副
町
長

の
給
料
に
関
す
る
特
例
」

と
し
て
「
７
月
分
、
８
月

分
の
給
料
は
規
定
の
額
か

ら
５
万
９
５
０
０
円
を
減

じ
た
額
」と
定
め
て
い
る
。

　

附
則
と
し
て
、
７
月
１

日
か
ら
施
行
し
、
８
月
31

日
に
失
効
す
る
と
し
て
い

る
。

処
分
条
例
の
要
旨

発議で定数２減

※議会の議決を要する契約
　地方自治法及び世羅町条例により、５千万円の工事又は製造の請負契約は議会の議決を要する。


